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要約 学校教育全体の中核としての「国語学力」の向上,そのための具体的な授業・教材・評価方法の開発と捏案

が緊急に求められている。一方,「伝え合う力を高める」という学習指導要領「国語科」の趣旨が表面的に理

解されたため,安易な「話す・聞く・活動型の学習」が蔓延し,子ども達の論理的なコミュニケーション能力

(話す聞く・書く),文字や音声・メデイア等の多様な情報を「読み解く力=リテラシー能力」の基礎・基本が

きわめて低下している現実がある。

国語科の基礎・基本から発展学力を,子ども達に「楽しく・シンプルに・系統的に」身につけさせるために

は,何よりも漠然とした方向目標やめやす(「国研」の規準)ではない「到達目標(評価基準)」の明確な授

業ヽ評価システムの開発が必要不可欠である。本稿は子ども達に論理的で豊かなコミュニケーション能力と多

様な情報を「正確に」理解し主体的に判断・批評することのできる情報リテラシー能力の基礎・基本を育成す

るために,静止画像であるメデイア(写真リテラシー)の教材開発・授業開発・評価方法の開発等を通して,

今日的な国語学力育成の課題について実践的に提案したものである。

Keywords : 写真(情報)リテラシー 到達目標(評価基準) 論理的な思考力 学習シートの開発

1。はじめに

(1)子ども達の実態と「学び方・評価」上の混乱

現在小学校に通っている子ども達は,幼い頃から絵

本だけでなく,テレビやビデオなどの視覚情報があふ

れる中で育ち,小学校入学後も遊びはテレビゲームや

パソコンが中心,という生活をしている。そのため,

視覚情報に対しての反応は速く,画像への美的感覚も

鋭い。多くの情報を盛り込んでいる絵や写真,映像を

見て,細部の情報も見逃さずに捉えることのできる子

も多く,瞬時に情報をつかむ能力の素晴らしさに驚か

されることがしばしばある。

しかし,細かな違いを見分けることができても,画

像だけに果中して説明の文や音声に気が回らなかった

り,部分的な画像から全体を推測することができなか

ったりすることもあり,情報の感覚的・断片的理解に

よる誤解等も多い。これは,写真や広告,アニメーシ

ョンなどの情報を「正確に」「豊かに」理解する目青報

リテラシー」が身に付いていないことが要因として考

えられる。このような子ども達の実態と結びつけ,絵

や写真などをことばに変換して正しく読んだり書いた

りする力を身につけさせる学習はほとんど行われてい

ー

ない。これらの学習を,広い意味でのことばの学習で

あり,国語科の学習であると捉え,言語と非言語(写

真や挿絵等)を組み合わせた効果的な「伝え合う力」

を身につけさせる授業を行う必要があると思われる。

2。「伝え合う力」育成の実践的な課題

(1)「到達目標(評価基準)」を明確にした指導と評価

これまでのコミュニケーション学習というと,態度

や意欲に目を向けるものが多く,身に付ける“話す・

聞ぐに関しての言語技術が明確ではなかった。低学

年では特に,テーマが楽しかったこと・面白かったこ

と等,従来の生活作文の流れをくむものが多く,まず

活動ありきで楽しく一生懸命やっても,言語技術が身

に付かない,付いた力が自覚できないことが多かった。

しかし,これでは真の「伝え合う力」を育成すること

はできない。

今,求められる「伝え合う力」を育成するためには,

言語と非言語の効果的な組み合わせによるコミュニケ

ーションの方法を理解させ,「生きる力」として身に

っけさせることが重要である。そのためには,「到達

目標(評価基準)」の明確な学習過程を構成すること
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が重要なポイントとなる。こうした実践課題に応える

ためには,以下の四つが必要である。

①話す・聞く・伝え合う力は,文字やメデイア情報な

どを読み解く力,論理的に書くまとめる力と結びつ

けて指導すること

②小学校低学年の実態を考慮し,中・高学年につなが

る論理的で豊かな「情報リテラシー」「コミュニケ

ーション」能力を“段階的に"指導すること

③メディア情報を読み解く指導にはメデイア情報の中

でも,基本的な理解と指導しやすい静止画像として

の写真を活用することが,国語科を基礎・基本にし

たメデイア・リテラシー教育の基本学習となること

①複数の写真が効果的に配置された説明文教材を用

い,「写真」を読み解く基本的な言語技術やコミュ

ニケーションの方法を明らかにし,楽しく発信・交

流評価する学習過程を構成すること

本実践では,この四点を踏まえて,説明文教材(か

くれているのはなにバ教出・小1)「どうぶつのはな」

(東書・小1)を情報の理解・判断・構成・発信させる

<学習モデル〉として扱い,写真リテラシーのポイント

を理解させた。その後,情報の発見から選択をして,

言語と非言語の組み合わせた発信・評価への言語能力

を身につける学習過程を設定した。

(3)写真を読み解く有為性

国語科において挿絵や写真は文章の付属であるの

で,写真を“読み解ぐ学習が必要か疑問であるとい

う声が聞かれる。もちろん,ことばの学習が国語科の

学習である。しかし,子ども達が大好きな絵や写真な

どに詰まった情報をことばに変換して正しく読んだり

書いたりする力は,広い意味でのことばの学習であり,

国語科の学習である。

低学年の説明文教材や文学教材では,図や絵,写真

が多用されている。絵や写真などもことばと同様の役

割を担い,その組み合わせによって効果的な表現にな

っている。「見ただけで分かる」と勘違いされている

絵や写真などを,正確に認識できないために誤読が起

こる場合は,文学教材でも説明文教材でも同様であり,

学年が下がると,その誤読を修正しにくい。低学年か

ら絵や写真などを読み取る学習をする必要があると考

える。

そのためには,到達目標(評価基準)を絞り,写真

(非言語)と説明文(言語)という,情報の組み合わ

せによる効果的なコミュニケーションの方法(問いか

け・文型・キーワード・つくりとまとめの対応・三段

階の構成など)を理解させることが必要である。また,

文章構成や話型を学んで,写真と言葉を組み合わせて

「説明・報告」する技術を身につけさせる学習に発展

させていきたいと考えた。

3。実践の概要

(1)児童の実態

小学校入門期の子ども達は好奇心いっぱいで,どの

子も学習に意欲的である。しかし,個別では言語技術

能力に大きな開きがある。子ども達の知的好奇心を失

わせず,どの子も楽しく取り組むことができるような

配慮が必要である。

動物や昆虫は,小学校低学年の子ども達にとって興

味関心が高く,身近な存在である。動物や昆虫を擬人

化し,友達のように声をかけたり感情移入して写真や

挿絵を見る子も多い。このように,知っているつもり

で知らないことの多い動物や昆虫の体のつくりについ

てスピーチ発表会をすることで,子ども達の知的好奇

心を刺激していきたい。

(2)指導目標

①写真リテラシー(読む力)を低学年でも楽しくシン

プルに身につけさせる。

【写真リテラシーの基礎・基本】

②言語と非言語の組み合わせによる,効果的な表現方

法を理解させる。

【論理的で効果的な伝達方法の理解】

③説明文を読むことから,書く・話す・聞く力を関連

して身につけさせる。

【｢伝え合う力｣の育成】

(3)実践計画 一表1-

「到達目標」を明確にした5段階の学習課程(表1)
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小学校1学年 国語科学習指導案

学習者 1年2組26名(男子12名 女子14名)

授業者千崎晶美(名古屋市立西中島小学校)

1,単元名“写真リテラシー"の基礎・基本学習から発信・評価学習ヘ

ー「かくれているのはなに」(教出･小1)「どうぶつのはな」(東書･小1)を使って

2,学冒目標と評価基準一到達目標を明輦にした授業づくりのポイントー

(1)評価基牟のポイント

①写真リテラシーのポイントを理解する。 【写真リテラシーの基礎・基本】

②教材文を,写真と文章を結びっけて正しく読み取ることができる。【内容の正確な理解】

③動物の鼻を紹介する話型と論理的な内容構成を理解することかできる。【論理的な構成の基本】

④動物の体のつくりについての情報を選択し,わかりやすく記述することができる。【情報の選択と再構成】

⑤写真を提示して,わかりやすいスピーチをすることができる。 【説明技術の基礎・基本】

⑥友達のスピーチを聞いて,質問したり意見･疑問を持ったりすることができる。 【コミュニケーションの基礎・基本】

⑦自分や友達のスピーチの良さ(内容･話し方など)を見つけられる。 【自己評価能力】

3,学爾計圖(8時間完了)

□･‥写真リフラシーのポイント にコ…評価基準
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資料2 学習シート① 導入・基礎技術一写真リテラシーのポイント
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4。教材の選択と生かし方の視点

子ども達に説明文教材で教えたい事柄は,論理的思

考力と情報の奥にある仕組みを読み取りその方法を1

つのモデルにして書く力である。教科書教材は部分と

しては良いものがあるが,これらのことを学習するに

はうまく作られていないものが多く,情報理解・構

成・判断・発信等のモデルにならない。そこで,教材

を二つ使い,論理的思考力や3段階のレポート型構成

などを教えていくことを構想した。

今回扱った二つの教材は,小学一年生が入学後初め

て学ぶ説明文であり,生き物を題材にして写真を豊富

に取り入れている。動物や昆虫という題材は,図鑑や

絵本を見慣れた低学年の生活経験に密着している。

教材「どうぶつのはな」は,部分と全体の写真が効

果的に使われていて,写真がある立場・視点から選ば

れた「もう一つの現実」であることを理解しやすい。

教材「かくれているのはなに」では,部分と全体の写

真とともに,時間の経過した写真を活用している。こ

れらの豊富な写真から,写真を提示する方法の違いに

興味関心を高め,写真リテラシーのポイント,(O構

図の中心, (ii)アップ(拡大・部分)とルーズ(全

体・背景), (iii)短いタイトル(キャプション)を学

ぶことに適している。

この二教材を扱うことで,子ども達には2枚の写真

を配列する方法(部分と全体,時間の経過)に違いが

ー

2
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あること,自分たちの表現に生かせることを学ばせる。

このように,教材をモデルにすることで,「好きな

動物や昆虫を調べて楽しかった。」という作文で終わ

るのではなく,低学年から「はじめ・なか・まとめ」

のレポート型構成で書かせることができる。また,原

稿をもとに,写真を活用して,動物や昆虫をテーマに

論理的なスピーチすることは,写真・イラスト・映

像・絵本等を解釈したり,発信のために自分の立場か

ら再構成したりすることにも発展できる。

5。国語科学習指導案 資料1(前頁を参照)

6.指導の実際

(1)導入・基礎技術

まず,動物の拡大写真を切り分けた,簡単なパズル

を学級全体で2回行った。各班に1片ずつ配布し,動

物の名前を考えてから,最後に組み合わせた。大きな

動物の写真に目を輝かせて,意欲を高めた子ども達に,

動物の写真で勉強をすると話した。

続いて,学習シート①(資料2)を配布し,写真を

カラーにして提示しながら,三択の設問を行った。生

活経験から子ども達は感覚的に写真の知識を身につけ

ているので,その知識を引き出し整理して,写真リテ

ラシーのポイントとして自覚させることをねらいとし

た。設問①では,最初に写真の中心を見ることを,設
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資料3 基本学習一教材文からスピーチの構成へ

「
ど
う
ぶ
つ
の
は
な
」
が
く
し
ゅ
う
シ
ー
ト
②

な
ま
え

☆
き
ょ
う
か
し
ょ
の
ぶ
ん
を

ス
ピ
ー
チ
の
か
き
か
た
に

の
と
こ
ろ
は
、
た
い
せ
つ
な

こ
と
ぱ
で
す
。

☆
こ
の
ぶ
ん
は
、
ス
ピ
ー
チ
の

か
き
か
た
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
み
ん
な
で

つ
か
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

な
お
し
ま
し
ょ
う
。

資料5 基本学習一写真と文章の組み合わせ資料4 基本学習一写真の判断・選択
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の部分に対応させて切り貼りした。了･ども達は,「こ

こは口の説明じゃないよ」「おしりにり真だとあわな

いよね」と言いながら全員が楽しく,正しく切り貼り

することができた。押さえたい問いかけ・文型はなぞ

らせ,キーワードは穴埋め式で記述させることで,理

解させた。このことにより,文章を写真と結びつけて

読んでいく必要性に気付かせた。学習シート③(資料

5)も同様の手順で行い,習熟を図った。

この時間では,教材文をスピーチ原稿のモデルとし

て提示し,文章と写真を組み合わせたコミュニケーシ

ョンの方法を理解させることをねらいとした。このシ

ートで示した,問いかけ・話型・三つのレポート型構

成など「読むこと」の評価基準をこの時間に正しく身

につけさせることは,次のステップであるスピーチ原

稿の記述を容易にした。

(3)発展的学習

まず,紹介したい動物を選び,2~5人に別れ6つ

グループを作った。今回は,発表への負担軽減と資料

収集の円滑化を図るため,グループでのスピーチ発表

にした。動物を選んでから分かれたので,個の意欲が

持続できた。次に,聞き手が興味を持つような体の部

分とアップの写真を選んでから,その動物の情報を収

集・選択・判断・再構成し,スピーチカード(資料6)

を使って原稿の記述に入った。紹介する部分や使用す

る写真は,教師が準備した複数の中から選び,話し合

｛
＆
1
φ
‐
7
゛
.
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。

資料6 発展的学習一写真や具体例の選択によって個性が表れるスピーチカード

問②では,同じ動物の背景が違う写真を提示し,2枚

を比較して子ども達が気付いたことを整理しながら,

背景によって写真の意味が変化することを学ばせた。

設問③では答えを限定せずに,写真の説明(キャプシ

ョン)を選ばせ,選んだ理由を発衣させた。「このゾ

ウは三人も乗せているから,きっと重たいよ」「水に

入って気持ちいいと思うよ」などど考えを交流させ,

教師が整理した後,写真の説明(キャプション)によ

る見方の変化を知らせた。このように,三つの写真リ

テラシーのポイントを楽しく学ばせることができた。

(2)基本学習

写真を「正確に」「豊かに」理解させた後,教材文

「どうぶつのはな」(こみやまひろし著,東書小1上)

を音読した。この教材は,生き物を題材にして,アッ

プとルーズの写真が紙面いっぱいにクイズのように配

置され,次頁を繰る楽しみを持たせる構成になってい

る。子ども達の大好きな要素が詰まっているので,無

理なく十分な音読練習ができた。

まず学習シート②(資料3)を使って,導人と同様

に鼻のアップ写真に名前を付け,「はじめ」・「なか」の

部分の教材文のキーワードを書き込ませた。カバの鼻

のアップ写真に,「ふくろう」「わに」「かいじゅう」

といった様々な幄前が付けられた。次に,写真用の学

習シート(資料4)に載せてある,4枚の写真からカ

バの鼻を紹介する時にふさわしい写真を選択し,説明
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資料7 発信・評価学習-スピーチ評価カードとその結果
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いながら決めることができた。個人的な感情だけでス

ピーチ内容を決定するのではなく,聞き手のことを考

えながら話し合う様子が見られ,グループで考え,話

し合うことで,これまでの学習を想起し,活用してい

ることを感じた。また,学んだことを自分たちで考え

体験することで,学習内容を復習させることができた。

その後,説明にふさわしいルーズの写真を選んで原

稿を完成させ,スピーチの練習を行った。選ぶ動物の

部分については口や手足等,幅を持たせたので,スピ

ーチに個性が表れ,広がりが出てきた。背景の違うル

ーズの写真を二枚選ぶ場合も考え,スピーチカードは

二つのパターンを使用した。

ここでは,学習シート②③で学んだ問いかけ・話

型・三段階の構成などを,「書くこと」の評価基準と

してスピーチカードに示し,実践することをねらいと

した。基本学習で理解したことをそのまま自分の発表

に生かすことができるので,つながりがスムースにな

り,写真を使って原稿を書くことも容易になった。

(4)発信・交流学習

発表会は,F発表会おさらいヵ一円(資料ア)を教

室の側面に拡大掲示して,話すこと・聞くことの評価

基準を示し,同時に話し方・聞き方の努力の方向を常

に意識させるようにした。話し手は,2~3枚の写真

を捏示しながらグループで分担して発表し,聞き手は

写真を見ながら,驚いたり「聞いたことがある」とう

なずいたりしながら楽しい発表会となった。普段は消

極的な子が質問をしたり,考えを述べたりするなど,

1
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生き生きと笑顔があふれる時間となった。

スピーチを発表することで,選んだ動物や写真から

個性を発揮することができた。各グループのスピーチ

内容は,①小さくても暗いところがよく見えるサメの

凪②クジラのように噴気するイルカの鼻,③小さな

音もよく聞こえるゾウの耳,④小さな音を聞き分ける

ウサギの耳,⑤海底で擬態するヒラメ,⑥南極の水雪

と同色で生まれるアザラシの赤ちゃん,であった。こ

れらのスピーチを聞き,質問することで,それぞれの

学んだ知識を学級全体に共有させることができた。

(5)評価学習

発表会の後,「発表会おさらいカード」で評価しな

がら,自分が項目に気をつけることができたかを意識

させることと,項目の観点が定着させることをねらっ

て,三段階で自己評価を行った。この評価カードは,

子ども達に何か課題かという到達目標(評価基準)を

見えるように示しチェックさせること,教師の指導不

足を補充する際の確認のために使うこと,の二点をね

らいとしたシートである。そのため,カードの配布に

際して,三段階の自己評価は,教師が評価するためで

はなく自分のためにやるんだ,と安心させ,できてい

ない時は教師に聞いてよいことを確認して行った。

また,友達の発表について手紙という形で相互評価

させた。「発表会おさらいカード」の例を参考にする

こと,他の発表を聞く時にも「話すこと」の評価基準

の項目を生かせることを確認してから,手紙を書かせ

た。子ども達は,「話すこと」の項目に沿って「姿勢
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良く,聞きやすかったよ。」「もう少し大きな声で話す

とよかったね。」という,具体的な相互評価を行うこ

とができた。このことにより,「話すこと・聞くこと」

の指導事項を全員に身に付けさせることができた。

7。考察

(1)「到達目標(評価基準)」を明確にした授業づくり

小学校低学年の児童に写真リテラシーの実践という

と,「写真を学ぶのは難しい」「小学校低学年に,写真

はまだ早い」という声もある。しかし,到達目標を明

確にし,指導事項を絞ることで,子ども達が何を学ん

だかを自覚し,楽しく学習することができる。

今回の実践では,写真について指導事項の焦点を絞

って,生活経験から感覚的には分かっていることを押

さえて自覚化させながら,授業を行うことより,普段

は控えめな子が自信を持って写真から読み取ったこと

を話す姿や,周りに流されがちな子が学んだことを基

に自分の考えをきちんと話し合う姿が見られた。

(2)なぜ写真リテラシーか?一写真と組み合わされた

説明文教材の生かし方一

メディア惰報の中でも,写真は「ある立場・視点か

ら選ばれたもう一つの現実」であること,レイアウト

や色彩,アングルなどにメッセージの方法が語られて

いること,静止画像のために理解しやすいこと…など

の性質からメディア情報を読み解く基本学習のために

有効である。

文章とともに写真からも情報を正確に読み取り,言

語と非言語(写真)の組み合わせによるコミュニケー

ションの方法と,その良さに気づく学習を行うことで

絵本の絵を見るだけだった子や,算数で挿絵から答え

を導き出す子なども,言語への意識が高まり,写真を

用いたスピーチ発表会を楽しんで行うことができた。

静止画像である写真リテラシーの学習を低学年で積み

重ねることが,高学年でのニュース番組などの映像を

生かした情報リテラシーの基礎づくりとなる。

(3) 5段階の学習過程の意味

小学校低学年の集中力には持続性があまりない。多

くの内容を時間をかけて行うことは難しい。指導事項

を焦点化して,学習過程を分けて設定することが重要

である。分けずに行うと,活動と教材の読み取りとが

混乱して,あれもこれもになってしまう。これでは楽

しいけれど,どんな力が身に付いたのか分からないま

ま終わってしまう。また,学習過程の分け方も漠然と

したものではなく,基礎・基本が何で,その発展的な

学習が何かを明確に示すことが大切である。さらに,

過程を明確にすることで,子ども達に学習の見通しを

もたせることができる。

今回の実践では,5段階に分けて学習過程を設定す

ることで,テンポ良く学習することができた。学んだ

ことを次に生かすという段階的に学習を設定し,次の

ステップに進ませるというパターンを繰り返し行うこ

とで言語技術の定着化を図ることが,小学校低学年に

は有効である。この学習過程の設定により,高学年に

なっで多くの情報収果はできるが,それらを判断・

再構成して発表できない"という状況を変えることが

できる。到達目標(評価基準)を明確にし,段階的に

身につけさせることは,有効な方法である。

(4)学習シートの開発と生かし方

学習シートは答えや考えを書き込むだけではなく,

学習したことを子ども達が振り返り,自覚できるよう

にする必要がある。授業のねらいと学び方,自ら学ぶ

力へ展開するポイントが明確になった学習シートの開

発が求められる。

今回の実践では,写真リテラシーのポイントを理解

し,考えを交流させながら写真を読み解く学習を,学

習シートを用いたことで楽しく行うことができた。ま

た,写真と文章の関係を考えながら,資料(写真)を

捏示するスピーチの型を学ばせる学習シートによっ

て,文章に合わせた写真を正確に選び,組み合わせる

ことができた。

学習シートを活用することで,言語技術に不安のあ

る子も自信をもって学習できる。また,十分に指導事

項を理解している子でも,発展的な学習で具体例や写

真の選択をすることにより,自分の佃性を発揮するこ

とができる。また,この学習が中学年になると,雜聞

作りやパンフレット作りなど資料を使ったより高度な

言語活動に発展していく。その際にも生かすことがで

きるような写真リテラシーの基礎・基本を身につけさ

せる必要がある。

8。おわりに

今,求められている「伝え合う力」を身に付ける学

習のために,メディア・リテラシー教育が様々な形で

行われている。これらの学習を行う基盤として,また,

学習の初歩段階として,「情報リテラシー」の具体的

な実践を小学校低学年対象から行う必要があると思わ

れる。これは,国語科だけでなく,総合的学習や他教

科との関連に置いても必須の今日的課題であると考え

る。本稿での実践は,これらの発展性にも対応できる

ものとして考えたものである。

今回は,多様化するメディアの中から写真に絞って

情報を得る手段として理解する時に気をつけるポイン

トを示し,このポイントに着目して,説明文教材をモ

デルとして読み取り,学んだことを生かしてスピーチ

を行った。このような実践が小学校低学年から行われ

た後,中・高学年になってからの新聞作り,ポスター

セッション,プレゼンテーションなどの様々な活動へ

と,段階的に発展していくことが望ましいと考える。

以上,本稿では,到達目標(評価基準)を明確にし

て,写真に代表される,視覚情報をクリティカルに理
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解することのできる担い手を育成する実践として構成

した。様々な教材のよい部分を生かしながら子ども達

の今日的な課題に取り組み,実践を構想する必要があ

ると考える。

〈付記〉

本稿は,千崎による第67回国語教育全国大会(日本

国語教育学会主催, 2004年8月9~10日,青山学院大

学)での発表内容を補筆・修正したものである。

なお,紙面の制約上,児童のスピーチ原稿やスピー

チ資料としての写真,作成した学習シートの細部に関

する詳細と考察は省略したことをお断りする。

〈参考〉本稿の授業研究・評価論の提案のポイント

ー学会発表における質疑への対応を例にー

学会発表では賛同の声がほとんどだったが,従来の

狭く片寄った国語授集方法論・評価論からの疑問や質

問も多かった。以下の7項目は質問項目とそれについ

ての考え方のポイントを簡潔にまとめたものである。

1.写真を「読む」ことが小学低学年で必要か?写真リテラシー

の必要性

(1)子ども遠の現実は,絵や写真,映像などにあふれた生活であ

る反面,それらの視覚的情報を正しく理解することができてい

ない。

(2)ことばの学習が国語科の学習である。しかし,子ども達が大

好きな絵や写真などをことばに変換して正しく読んだり書いた

りする力は,広い意味でのことばの学習であり,国語科の学習

である。

(3)低学年の説明文教材や文学教材では,図や絵,写真が多用さ

れている。絵や写真などもことばと同様の役割を担っている。

読み取る学習は必要である。

2.「読むこと」の部会で「話すこと・聞くこと」までの実践を

しているのは,なぜか?/これは「話すこと・聞くこと」重視

の実践ではないのか?

(1)「伝見合う力」は,「話すこと・聞くこと」領域で育成する

ものと誤解されたまま実践されているのではないか。真のF伝

え合う力」,国語の力は読み・書きの力により支えられている。

(2)聞く力は,情報を読み取る力である。この,情報には絵や写

真なども含められる。

剛 F読むことJの分科会であっても,単なる読み取り・読解で

終わらせず,伝え合うカヘ広げていく必要がある。読む目的と

ともに広げる必要がある。(本当の意味での読む力が身に付く)

3.5段階の学習過程に分けるのは,なぜか?

(1)学習過程を分けずに行うと,活動と教材の読み取りとが混乱

して,あれもこれもと盛りだくさんになってしまう。これでは

楽しいけれど,どんな力が身に付いたのか分からないまま終わ

ってしまう。到達目標(評価基準)を段階的に身につけさせる

ことが必要である。

(2)学習過程の分け方もF導入・展開・まとめ」や「1次・2次」

などの漠然としたものではいけない。基礎・基本が何で,その

発展的な学習が何かを明確に示すことが大切である。

(3)過程を明確にすることで,子ども達に学習の見通しをもたせ

ることができる。

4.“情報リテラシー"とは,何か?(定義と必要性)

(1)情報とは,写真だけではなく子ども達の現実にあふれる映像,

絵本,文学や説明文を含めたものである。

(2)リテラシーとは,単なる読み取りや読解ではなく,情報を主

体的に判断・批判していく力を身につけさせることである。

(情報を収集・選択・判断・再構成する力とそれらを育てる取

り組みである｡)

5.教材を二つ使うことのはなぜか?/リライトした意図は?そ

のままではいけないか。

(1)子ども達に説明文教材で教えたい事柄は,論理的思考力と情

報の奥にある仕組みを読み取りその方法をモデルにして書く力

である。

(2)教科書教材は部分としては良いものがあるが,(1)のことを学

習するにはうまく作られていないものが多く,モデルにならな

し七

(3)そこで,教材を二つ使い,論理的思考力や3段階のレポート

型構成などを教えた。

6.3段階のレポート型構成とはなにか?/1年生で教える必要

があるか。

(1)「はじめ・なか・まとめ」は,「問題捏起・具体例・考察

(意味づけ)」であり,小学生に教えなければならない。きちん

と「まとめ」をすることにより,論理的思考力や話す・聞く力

を育てられる。

(2)小学1~3年の間は,「まとめ」にならず感想にとどまる

「おわり」の構成でも良いが,“カバの鼻は便利でずのように

明確にすることは,高学年の学習にそのままつながっていく。

7.スピーチ評価カードの意味と,教師との評価のゆれについて

( 子ども達に何か課題かという到達目標(評価基準)を見える

ように示し,チェックさせるためのシートである。

② 自己評価は,教師の評価による区別をするためではなく,白

分のためにやるんだと安心させる。(できていない時は教師に

聞いてよい)

(3)教師の指導不足の補充する,その確認のために評価カードを

使う。
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